
vol.241

'22 月号

発行：おかやま酪農業協同組合
責任者：小椋　孝史
津山市川崎94-1
☎（０８６８）26-1101

令和4年7月13日発行

7

「６月牛乳月間」岡山県庁訪問で県産牛乳ＰＲ



「
６
月
牛
乳
月
間
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

６
月
は『
牛
乳
月
間
』、６
月
１
日
は『
牛

乳
の
日
』
と
定
め
ら
れ
、
全
国
各
地
で
牛

乳
・
乳
製
品
の
消
費
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
２
日
、
お
か
や
ま
酪
農
業
協
同
組

と
、
県
産
牛
乳
３
，０
０
０
本
（
１
８
０

㎖
）
と
県
産
生
乳
を
利
用
し
た
ヨ
ー
グ
ル

ト
カ
ッ
プ
２
，０
０
０
個
の
目
録
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
原
木
知
事
か
ら
「
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
牛
乳
に
は
、
カ
ル
シ

ウ
ム
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
栄
養
素
が
含

ま
れ
て
い
て
、
年
齢
に
関
係
な
く
気
軽
に

摂
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
も
、
県
産

牛
乳
を
使
い
、
美
味
し
く
て
健
康
に
良
い

も
の
を
作
り
、
消
費
拡
大
を
し
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
林
水
産
部
長
室
も
訪
問
し
、

万
代
部
長
に
お
会
い
し
、
岡
山
県
産
牛

乳
・
乳
製
品
を
贈
り
、
消
費
拡
大
に
つ
い

て
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

夕
方
、
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
前
に
て
、
県
や
中

販
連
・
県
内
の
乳
業
メ
ー
カ
ー
な
ど
関
係

者
の
応
援
を
い
た
だ
き
、
街
頭
普
及
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

暑
く
な
る
夏
に
向
け
、
熱
中
症
対
策
に

効
果
の
あ
る
牛
乳
を
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
し
、

そ
し
て
、
牛
乳
を
飲
ん
で
暑
い
夏
・
コ
ロ

ナ
を
吹
き
飛
ば
し
ま
し
ょ
う
‼（

生
乳
課
）

合
で
は
、
お
か
ら
く
青
年
部
・
女
性
部
・

長
恒
組
合
長
・
檜
尾
専
務
ら
８
名
が
県
産

牛
乳
と
乳
製
品
の
美
味
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
、
岡
山
県
庁
を
表
敬
訪
問
し
、
牛
乳

の
消
費
拡
大
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し

県へ牛乳・ヨーグルトの目録贈呈

ＪＲ岡山駅前にてＰＲ活動 県産ヨーグルトを飲まれる知事

伊原木岡山県知事

た
。

　

知
事
室
で
は
、
伊

原
木
隆
太
知
事
へ
表

敬
挨
拶
後
、
県
産
の

牛
乳
・
乳
製
品
詰
合

せ
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
小
倉
越
子
女
性

部
委
員
長
よ
り
、
飲

む
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
手

渡
さ
れ
、
知
事
は
一

気
に
飲
み
干
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
長
恒
組
合

長
か
ら
「
酪
農
経
営

は
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
消
費
が
低
迷
し

て
い
ま
す
。
酪
農
家

が
、
一
生
懸
命
生
産

し
た
県
産
牛
乳
を
普

及
さ
せ
る
た
め
、
県

の
行
事
に
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
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第
９
回
通
常
総
会

１
．日　

時

　

令
和
４
年
６
月
22
日
㈬

　

午
前
11
時
よ
り

２
．場　

所

　

お
か
や
ま
酪
農
協
本
所
３
階
大
ホ
ー
ル

３
．開　

会

４
．表　

彰

○
生
涯
乳
量
表
彰

　

勝　

央　

町　

福　

田　

博　

文　
様

　

奈　

義　

町　

定　

森　

陽　

介　
様

　

奈　

義　

町　

小　

林　

修　

二　
様

　

岡　

山　

市　

妹　

尾　

優　

佳　
様

　

笠　

岡　

市　

㈱Farm
Luckyhon　

様

　

真　

庭　

市　

㈲
長
綱
フ
ァ
ー
ム　
様

　

真　

庭　

市
（
公
財
）中
国
四
国
酪
農
大
学
校

第
一
牧
場　
様

○
乳
質
改
善
表
彰

　

倉　

敷　

市　

三　

宅　

安　

史　
様

　

真　

庭　

市　

㈲
長
恒
牧
場　
様

　

真　

庭　

市
（
公
財
）中
国
四
国
酪
農
大
学
校

第
二
牧
場　
様

　

吉
備
中
央
町　

石　

井　

吉　

光　
様

　

真　

庭　

市
（
公
財
）中
国
四
国
酪
農
大
学
校

第
一
牧
場　
様

　

真　

庭　

市　

㈲
長
綱
フ
ァ
ー
ム　
様

　

吉
備
中
央
町　

草　

地　

勝　

弘　
様

　

岡　

山　

市　

妹　

尾　
　
　

始　
様

　

勝　

央　

町　

石　

原　

保　

博　
様

　

真　

庭　

市　

長　

恒　
　
　

充　
様

　

真　

庭　

市　

入　

澤　

信　

仁　
様

○
牛
群
検
定
表
彰

　

◎
牛
群
の
部

　

・
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種

　
　

最
優
秀
賞

　
　
　

岡
山
市　

妹　

尾　

優　

佳　
様

　
　

優
秀
賞

　
　
　

津
山
市　

山　

本　

智　

也　
様

　
　
　

真
庭
市　

髙　

田　

照　

義　
様

　

・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種

　
　

最
優
秀
賞

　
　
　

真
庭
市　

小　

谷　
　
　

徹　
様

　
　

優
秀
賞

　
　
　

真
庭
市　
（
公
財
）中
国
四
国

酪
農
大
学
校

第
二
牧
場　
様

　

◎
個
体
の
部

　

・
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種

　
　

最
優
秀
賞

　
　
　

勝
央
町　
㈱
ミ
ル
ク
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

キ
シ
モ
ト　
様

　
　

優
秀
賞

　
　
　

岡
山
市　

妹　

尾　

優　

佳　
様

　

・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種

　
　

最
優
秀
賞

　
　
　

真
庭
市　

小　

谷　
　
　

徹　
様

　
　

優
秀
賞

　
　
　

真
庭
市　

美　

甘　

正　

平　
様

○
永
年
勤
続
表
彰

　

30
年
勤
続
表
彰

　
　

森
崎　

陽
子

　

10
年
勤
続
表
彰

　
　

阿
部　

静
香
・
矢
野　

敬
雄

５
．出
席
状
況

　

正
組
合
員
総
数
（
３
２
１
名
）

　
　

本
人
出
席　
　
　
　

46
名

　
　

委
任
状　
　
　
　
　

９
名

　
　

書
面
議
決　
　

２
１
３
名

　
　

合
計　
　
　
　

２
６
８
名

６
．議
長
団

　

津　

山　

市　

福
島　

康
仁　
氏

　

倉　

敷　

市　

三
宅　

安
史　
氏

　

議
長
２
名
よ
り
就
任
の
挨
拶
と
自
己
紹

介
が
あ
り
、
書
記
指
名
の
後
、
議
事
に
入

り
ま
し
た
。

７
．議　

事

　

福
島
議
長
よ
り
、
第
１
号
議
案
「
令
和

3
年
度
事
業
報
告
、
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
、
注
記
表
及
び
剰
余
金
処
分
案
の

承
認
に
つ
い
て
」、
第
２
号
議
案
「
定
款

開会挨拶中の長恒組合長

議長団　福島康仁氏（左）　三宅安史氏（右）
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の
一
部
変
更
に
つ
い
て
」、
三
宅
議
長
に

交
代
し
、
第
３
号
議
案
「
令
和
４
年
度
事

業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て
」、
第
４
号
議

案
「
経
費
の
賦
課
に
つ
い
て
、
賦
課
金
の

額
、
賦
課
方
法
、
徴
収
時
期
並
び
に
徴
収

方
法
決
定
に
つ
い
て
」、第
５
号
議
案
「
理

事
及
び
監
事
の
報
酬
の
決
定
に
つ
い
て
」

が
上
程
さ
れ
、
慎
重
な
審
議
の
う
え
原
案

通
り
可
決
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
の
中
で
貴
重
な
ご
意
見
・
ご

要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

主
な
質
問
と
意
見
及
び
回
答
は
次
の
通

り
で
す
。（
勝
手
な
が
ら
要
約
し
て
お
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

第
１
号
議
案

勝
央
町　

高
山　
　

進　
氏

①
林
野
の
土
地
は
い
つ
に
な
っ
た
ら
処
分

で
き
る
の
か
。

②
「
固
定
化
債
権
」
の
詳
細
を
教
え
て
ほ

し
い
。

③
導
入
牛
の
互
助
会
を
単
年
度
決
算
に
し

て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
を
申
し
上
げ
た

が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
酪
農
家

の
先
輩
方
が
積
み
立
て
て
き
た
も
の
で

浅
口
市　

野
住　

直
人　
氏

①
ギ
ガ
牧
場
と
生
乳
受
託
販
売
契
約
を
結

ん
で
い
る
の
に
そ
の
グ
ル
ー
プ
企
業
の

ト
ッ
プ
と
受
託
乳
量
の
協
議
を
行
っ
た

と
あ
っ
た
。
組
合
員
で
な
い
企
業
と
の

協
議
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。

②
１
万
ｔ
以
上
の
乳
量
に
１
円
の
奨
励
金

な
ど
、
や
る
こ
と
に
こ
じ
つ
け
感
が
あ

る
。
他
人
の
懐
を
あ
て
に
す
る
運
営
は

健
全
で
は
な
い
。
組
合
と
し
て
職
員

数
、
事
業
の
見
直
し
な
ど
内
部
努
力
が

先
決
で
は
な
い
か
。

回
答

①
改
正
畜
安
法
の
下
、
こ
の
よ
う
な
協
議

が
違
法
の
認
識
は
な
い
。
ギ
ガ
牧
場
の

代
理
人
と
し
て
乳
量
の
取
引
量
等
を
決

め
、
ギ
ガ
牧
場
と
契
約
し
て
い
ま
す
。

②
奨
励
金
は
支
払
っ
て
い
る
が
、
そ
の
乳

量
に
よ
り
得
た
手
数
料
で
皆
さ
ん
の
手

数
料
率
を
下
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

農
協
法
で
大
口
奨
励
は
認
め
ら
れ
て
お

り
、
確
認
を
取
っ
た
上
で
の
処
置
と
理

解
い
た
だ
き
た
い
。
運
営
に
あ
た
っ
て

は
一
丸
と
な
っ
て
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
等
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

個
人
の
資
産
で
組
合
の
資
産
で
な
い
。

④
導
入
牛
代
未
収
金
の
金
利
５
・
５
％

は
、
い
か
が
な
も
の
か
。

⑤
「
特
別
損
失
」
の
明
細
を
再
度
教
え
て

ほ
し
い
。

⑥
危
険
債
権
に
つ
い
て
は
、
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。
保
証
人
は
、
酪
農
を
す
で

に
辞
め
て
い
る
と
聞
く
が
大
丈
夫
か
。

回
答

①
去
年
の
中
ほ
ど
か
ら
山
陽
地
所
に
依
頼

を
し
て
い
る
が
、
買
い
手
が
見
つ
か
ら

な
い
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。
引
き
続

き
売
却
に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。

②
半
期
ご
と
に
順
次
回
収
で
き
て
い
ま

す
。

③
単
年
度
決
算
は
難
し
い
。
十
分
に
検
討

し
て
回
答
し
ま
す
。

④
前
年
度
に
手
数
料
を
５
・
５
％
か
ら

４
・
５
％
に
下
げ
た
の
で
こ
れ
は
大
き

な
一
歩
だ
と
考
え
て
い
る
。

⑤
特
別
損
失
は
、
ヘ
ル
パ
ー
基
金
積
立
金

の
取
り
崩
し
分
で
す
。
毎
年
、
行
っ
て

い
ま
す
。

⑥
本
人
よ
り
、
毎
月
積
立
金
は
い
た
だ
い

て
お
り
額
面
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

津
山
市　

中
山　

勝
詮　
氏

①
今
、一
番
の
問
題
は
出
資
金
で
、先
ほ
ど

の
ギ
ガ
牧
場
の
10
人
に
１
，０
０
０
万

ず
つ
出
資
し
て
も
ら
っ
た
上
で
、
大
口

出
荷
奨
励
金
を
出
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
１
万
ｔ
に
１
円
の
根
拠
も
な
い
の

で
は
。

回
答

①
出
資
上
限
は
、１
組
合
員
１
，０
０
０
万

円
で
あ
る
が
、
出
資
金
の
強
要
は
で
き

な
い
。
お
願
い
で
あ
り
、
そ
の
中
で
自

己
資
本
比
率
を
60
％
に
し
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。（
な
お
、回
答
に
つ
い
て
、

出
資
上
限
は
１
戸
で
は
な
く
、
１
組
合

員
に
修
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

吉
備
中
央
町　

小
倉　

清
志　
氏

①
出
資
金
の
未
達
が
51
戸
あ
り
、
そ
の
中

に
役
員
の
方
が
い
る
。
出
資
金
依
頼
は

独
占
禁
止
法
違
反
と
な
る
が
、
役
員
の

出
資
金
未
達
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違

反
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
准

組
合
員
へ
出
資
依
頼
を
し
て
い
る
と
聞

く
が
、
こ
れ
も
独
占
禁
止
法
違
反
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。
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回
答

①
役
員
の
出
資
金
未
達
等
、
調
べ
て
小
倉

氏
へ
回
答
し
ま
す
。

高
梁
市　

鍋
島　

公
也　
氏

①
消
費
拡
大
資
金
を
返
還
す
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
農
家
に
返
す
の
か
。

②
ヘ
ル
パ
ー
事
業
は
、
車
両
借
り
上
げ
費

が
燃
油
高
騰
の
た
め
非
常
に
上
が
っ
て

い
て
、
赤
字
に
な
ら
な
い
計
画
が
組
め

て
い
る
の
か
。
ヘ
ル
パ
ー
基
金
は
ま
だ

出
る
の
か
、
出
る
な
ら
い
つ
ま
で
続
く

の
か
教
え
て
ほ
し
い
。
ヘ
ル
パ
ー
職
員

に
関
し
て
も
人
員
確
保
も
難
し
い
中
、

組
合
員
の
利
用
料
も
上
が
る
現
状
。
職

員
へ
の
対
応
改
善
も
必
要
で
あ
り
、
今

後
の
適
正
運
営
を
検
討
し
進
め
て
欲
し

い
。

回
答

①
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
活
用
で
き
な
か
っ
た

の
で
、
乳
量
割
で
出
荷
者
に
返
還
し
ま

す
。

②
農
水
省
よ
り
毎
年
燃
料
費
や
車
両
の
借

上
げ
費
を
算
出
す
る
よ
う
指
導
が
あ

り
、
毎
年
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
期

中
の
経
費
見
直
し
は
難
し
い
。
ヘ
ル

パ
ー
基
金
は
毎
年
取
り
崩
し
を
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
て
お
り
、
い
ま
は
問
題
な

く
運
営
で
き
て
い
る
。
厳
し
い
情
勢
下

で
運
営
が
難
し
く
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば

ヘ
ル
パ
ー
事
業
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と
対

応
等
を
考
え
て
い
き
た
い
。

第
２
号
議
案

　

質
疑
な
し

第
３
号
議
案

岡
山
市　

佐
賀　
　

勲　
氏

①
こ
の
計
画
書
に
機
構
改
革
が
1
個
も

載
っ
て
な
い
が
、
も
う
必
要
で
は
な
い

か
。

回
答

①
現
状
を
踏
ま
え
た
中
で
機
構
改
革
を
理

事
会
で
示
し
た
が
、
一
旦
白
紙
に
戻

し
、
時
期
を
改
め
て
皆
様
方
か
ら
ご
意

見
を
拝
聴
し
た
い
。
２
年
後
に
は
搾
乳

農
家
が
１
５
０
戸
を
切
る
と
い
う
試
算

が
あ
る
。
理
事
会
で
協
議
し
て
組
合
員

の
皆
様
方
に
提
案
し
た
い
。（
な
お
、

回
答
に
つ
い
て
、
５
年
後
に
は
搾
乳
農

家
が
１
５
０
戸
を
切
る
で
は
な
く
、
２

年
後
に
は
搾
乳
農
家
が
１
５
０
戸
を
切

る
に
修
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

吉
備
中
央
町　

小
倉　

清
志　
氏

①
４
年
度
計
画
の
事
業
外
損
益
、
収
入
の

賃
貸
料
２
０
０
万
は
、
ど
こ
ど
こ
に
な

る
か
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

②
食
品
は
段
階
的
に
少
し
ず
つ
値
上
が
り

し
て
い
る
の
で
、
乳
価
も
同
じ
よ
う
に

段
階
的
に
上
げ
て
い
く
。
そ
の
あ
た
り

を
考
慮
し
た
乳
価
交
渉
を
お
願
い
し
ま

す
。
回
答
は
い
り
ま
せ
ん
。

回
答

①
オ
カ
ラ
ク
ミ
ー
ト
の
家
賃
、
職
員
の
ア

パ
ー
ト
賃
貸
料
金
と
な
り
ま
す
。

高
梁
市　

鍋
島　

公
也　
氏

①
施
設
費
の
電
算
リ
ー
ス
は
、
何
を
更
新

し
た
の
か
。
費
用
は
で
き
る
だ
け
下
げ

る
努
力
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
全
酪

新
報
に
95
％
く
ら
い
の
農
家
が
赤
字
で

や
っ
て
い
け
な
い
、
と
い
う
記
事
が

あ
っ
た
。
今
年
来
年
で
大
き
く
農
家
が

減
る
と
思
わ
れ
る
。
昨
年
、
粗
飼
料
対

策
補
助
金
を
出
し
て
い
た
だ
い
た
が
、

今
年
は
対
策
の
予
算
は
あ
る
の
か
。
何

か
あ
れ
ば
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

回
答

①
３
年
度
は
鏡
野
Ｃ
Ｓ
の
シ
ス
テ
ム
な
ど

を
更
新
し
て
い
る
。
今
年
度
は
、
電
子

申
告
に
対
応
す
る
た
め
会
計
ソ
フ
ト
も

更
新
し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
。
飼
料
対
策
と
し
て
３
年
度
は
、

９
，０
０
０
万
円
の
支
援
を
行
っ
た

が
、
４
年
度
現
時
点
で
こ
れ
と
い
っ
た

政
策
が
な
い
の
が
現
状
で
す
。

第
４
号
議
案

　

質
疑
な
し

第
５
号
議
案

　

質
疑
な
し

８
．閉　

会

総会風景
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初
妊
牛
導
入
相
場
と
北
海
道
販
売
預
託
事
業

全
国
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会　

大
阪
支
所　

購
買
畜
産
課　

長
野
慎
太
郎

　

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

全
酪
連
大
阪
支
所
に
て
畜
産
事
業
の
担
当

を
し
て
お
り
ま
す
、
長
野
慎
太
郎
と
申
し

ま
す
。
今
回
は
、
本
会
畜
産
事
業
か
ら
、

搾
乳
素
牛
導
入
事
業
と
販
売
預
託
事
業
に

つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
初
妊
牛
導
入
相
場
に
つ
い
て

　

本
会
が
取
り
扱
う
初
妊
牛
購
買
の
現
地

価
格
推
移
で
は
、
令
和
２
年
度
の
末
に
、

76
万
８
千
円
（
税
別
）
を
境
に
、
価
格
が

徐
々
に
下
が
っ
て
い
き
、
令
和
４
年
５
月

で
は
、55
万
９
千
円
（
税
別
）
ま
で
下
が
っ

て
お
り
ま
す
。
例
年
需
要
の
高
い
、
春
産

み
分
娩
の
初
妊
牛
も
価
格
は
下
が
り
ま
し

た
。
価
格
低
下
の
原
因
と
し
て
、
飼
料
代

高
騰
に
よ
る
先
行
き
不
安
や
北
海
道
内
で

の
生
乳
生
産
抑
制
に
よ
る
初
妊
牛
の
購
買

意
欲
低
下
が
考
え
ら
れ
、
現
状
の
情
勢
で

は
、
急
な
価
格
上
昇
は
な
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
和
牛
を
授
精
し
た
交
雑
腹

と
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
雌
雄
選
別
腹
の
価
格
差

も
開
い
て
き
て
お
り
、
交
雑
腹
の
ほ
う
が

若
干
高
値
で
取
引
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
夏
場
の
輸
送
を
避
け
た
い
購
買

者
が
多
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
さ
ら
に
価

格
が
下
が
る
こ
と
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
例

年
、
暑
さ
が
和
ら
ぐ
秋
口
か
ら
は
、
価
格

が
上
向
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
資

源
も
豊
富
に
い
る
こ
と
か
ら
、
大
き
な
価

格
上
昇
に
は
な
ら
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
夏
場
の
輸
送
に
は
、
暑
熱
ス
ト

レ
ス
が
大
き
く
か
か
る
こ
と
か
ら
、
北
海

道
か
ら
到
着
後
の
牛
の
状
態
に
は
い
つ
も

以
上
に
注
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
到
着

後
は
充
分
な
水
分
補
給
と
乾
草
の
給
与
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン

給
与
も
ス
ト
レ
ス
軽
減
に
つ
な
が
り
ま

す
。
現
在
、「
す
こ
や
カ
プ
セ
ル
」
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
興
味
あ
り
ま
し
た
ら
本
会
担
当
者
へ
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
北
海
道
販
売
預
託
事
業

　

多
く
の
酪
農
家
の
皆
様
か
ら
ご
利
用
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
本
会
預
託
事
業
に

つ
き
ま
し
て
、
数
年
前
に
は
受
入
状
況
が

ひ
っ
迫
し
、
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
い
た
し
ま
し
た
。
受
け
入
れ
牧
場
の

拡
充
に
よ
り
、
現
在
は
、
受
入
体
制
が
整

い
ま
し
た
。
飼
料
価
格
が
高
騰
し
て
い
る

中
で
、
せ
め
て
、
育
成
牛
に
か
か
る
飼
養

代
の
削
減
を
目
的
と
し
た
本
事
業
の
ご
利

用
を
お
勧
め
し
て
お
り
ま
す
。

　

預
託
事
業
に
つ
い
て
の
ご
説
明
が
必
要

な
際
は
、
全
酪
連
畜
産
職
員
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

R２年度 R３年度 R４年度
４月 784,000円 756,000円 596,000円
５月 734,000円 718,000円 559,000円
６月 688,000円 678,000円
７月 661,000円 662,000円
８月 680,000円 651,000円
９月 678,000円 642,000円
10月 703,000円 630,000円
11月 725,000円 609,000円
12月 732,000円 582,000円
１月 759,000円 599,000円
２月 752,000円 609,000円
３月 768,000円 605,000円

（消費税別）
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は
じ
め
に

　

今
回
、
８
月
の
採
卵
は
一

旦
お
休
み
し
ま
す
の
で
、
そ

の
間
に
当
所
期
待
の
牛
を
紹

介
し
ま
す
。

　
「
Ｏ
Ａ
Ｃ　

シ
ド
ニ
ー　

ロ
ー
ト
ラ
ス
ト　

シ
エ
ラ　

サ
ニ
ー　

Ｅ
Ｔ
」
は
３
歳

９
ヶ
月
、
２
産
の
牛
で
、
補

正
乳
量
１
３
，２
０
０
㎏
と

決
し
て
驚
く
ほ
ど
の
乳
量
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
体
型
面

で
は
前
乳
房
の
付
着
な
ど
、

次
産
も
耐
久
性
の
良
さ
が
期

待
で
き
る
体
型
を
し
て
お

り
、
令
和
２
年
に
策
定
さ
れ

た
酪
肉
近
代
化
計
画
が
求
め

る
長
命
連
産
性
と
高
乳
量
を

兼
ね
備
え
た
バ
ラ
ン
ス
の
良

さ
が
大
き
な
特
徴
で
す
。（
体

型
審
査
・
検
定
成
績
は
下
記

の
と
お
り
で
す
）

系　

譜

　

こ
の
牛
（
シ
エ
ラ
）
の
系

譜
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、
あ
る

牛
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。
シ

エ
ラ
の
祖
母
に
当
た
り
、

２
０
０
７
年
の
第
12
回
全
日

本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
で

分娩時月例 産次
305日補正

最高乳量 泌乳持続性
乳量 乳脂量

０１−１１ ０１ １１，２６３㎏ ４４６㎏ ３４．９㎏ ＋１．８０

０３−０２ ０２ １３，２００㎏ ４１６㎏ ５５．０㎏ ＋１．７２

最
高
位
賞
を
受
賞
し
た
「
エ

ル
ム
レ
ー
ン　

ス
カ
イ
チ
ー

フ　

サ
ニ
ー　

Ｅ
Ｔ
」
号
で

す
。
サ
ニ
ー
は
泌
乳
能
力

に
も
優
れ
た
才
色
兼
備
の
牛

で
、
そ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
は

現
在
で
も
広
が
り
続
け
、

１
８
０
頭
以
上
の
後
継
牛
、

ま
た
輩
出
し
た
種
雄
牛
か
ら

の
広
が
り
も
含
め
る
と
膨
大

な
数
の
系
譜
に
な
り
ま
す
。

終
わ
り
に

　

今
回
、
ご
紹
介
し
た
シ
エ

ラ
も
祖
母
サ
ニ
ー
に
は
ま
だ

ま
だ
及
び
ま
せ
ん
が
、
い
つ

の
日
か
サ
ニ
ー
に
近
づ
け
る

よ
う
、
改
良
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

　

最
後
に
シ
エ
ラ
の
受
精
卵

は
種
雄
牛
「
Ｓ
Ｓ
Ｉ　

Ｐ
Ｒ

　

レ
ネ
ゲ
ー
ド　

Ｅ
Ｔ
」
で

採
卵
し
た
ダ
イ
レ
ク
ト
凍
結

卵
が
６
個
、
ク
ラ
イ
オ
ト
ッ

プ
凍
結
卵
が
３
個
あ
り
ま

す
。（
令
和
４
年
６
月
末
現

在
）
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
最
寄
り
の
家
畜
保
健
衛

生
所
等
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

畜
産
研
究
所
の
供
卵
牛
紹
介　

～
名
牛
「
ス
カ
イ
チ
ー
フ 

サ
ニ
ー
」
の
血
～

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー　

畜
産
研
究
所

牛検成績

ＯＡＣ　シドニー　ロートラスト　シエラ　サニー　ＥＴ

審 査 月 齢　03-06
産　　　次　２産
決 定 得 点　87
体 貌 骨 格　88
肢　　　蹄　85
乳用強健性　87
乳　　　器　87

体高　155.7㎝
体長　175.0㎝
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「
酪
農
家
の
皆
様
の
入
院
リ
ス
ク
に
つ
い
て
考
え
る
」

～
酪
農
共
済
の
入
院
給
付
金
を
切
り
口
と
し
て
の
調
査
結
果
～

　

酪
農
家
の
皆
様
の
身
体
の
健
康
状
態
に

つ
い
て
、
酪
農
共
済
で
の
実
際
の
入
院
給

付
金
支
払
い
原
因
の
統
計
を
通
じ
て
考
え

て
み
ま
す
。
酪
農
家
の
皆
様
は
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
に
注
意
が
必
要
な
の
か
？
と
い

う
点
が
炙
り
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
い
ま
す
。

　

酪
農
共
済
の
長
い
歴
史
と
実
績
か
ら
、

入
院
の
原
因
を
探
り
ま
し
た
。

　

下
表
を
比
べ
て
い
た
だ
く
と
大
き
な
差

に
気
が
つ
く
と
思
い
ま
す
。

①
酪
農
家
の
皆
様
は
ケ
ガ
の
率
が
非
常
に

高
い
。（
太
字
が
ケ
ガ
の
支
払
）ま
た
、

重
症
な
ケ
ガ
が
多
い
。

②
病
気
で
は
、
一
般
的
に
は
生
活
習
慣
病

が
上
位
を
占
め
る
が
、
酪
農
家
の
皆
様

は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。

③
糖
尿
病
の
方
の
数
が
比
較
的
少
な
い
。

毎
年
数
件
し
か
い
な
い
。

④
酪
農
共
済
で
は
、
間
接
・
ヘ
ル
ニ
ア
・

腰
が
上
位
と
な
っ
て
い
る
。
関
節
病
が

酪
農
家
の
職
業
病
？

⑤
白
内
障
を
中
心
と
し
た
目
の
病
気
、
大

腸
ポ
リ
ー
プ
、
結
石
が
多
い
。

　

酪
農
家
の
方
は
、
一
般
の
方
と
比
べ
る

と
ケ
ガ
の
リ
ス
ク
が
非
常
に
高
い
の
で
、

よ
り
一
層
の
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

そ
の
備
え
も
絶
対
に
必
要
で
す
。

　

酪
農
ハ
イ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ

は
、ケ
ガ
に
よ
る
１
回
の
入
院
、最
長
１
，

０
９
５
日
ま
で
お
支
払
い
し
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

令
和
4
年
3
月
1
日
よ
り
病
気
に
よ
る

１
回
の
入
院
の
限
度
日
数
が
１
２
０
日
か

ら
３
６
０
日
と
な
り
ま
し
た
。
酪
農
共
済

過
去
５
年
間
の
支
払
実
績
で
も
っ
と
も
多

い
「
が
ん
」
の
ご
請
求
の
中
に
は
１
２
０

日
を
上
回
る
入
院
も
あ
り
、
そ
う
し
た
入

院
に
も
対
応
し
安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
補
償
を
拡
大
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
未
だ
に
終
息
が
見
え
な
い
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
す
が
、
酪
農
ハ
イ
・

メ
デ
ィ
カ
ル
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
に
ご
加
入
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
さ
れ
た
方
の
自
宅
や
ホ
テ
ル

で
の
療
養
期
間
に
つ
い
て
、
入
院
給
付
と

し
て
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
医

師
や
保
健
所
の
証
明
等
必
要
）

　

保
険
や
共
済
を
選
ぶ
場
合
、
本
当
に

困
っ
た
と
き
に
、
役
立
つ
制
度
か
否
か
を

見
極
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
肝
心
か
と
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
病
気
等
に
よ
り
保
険
や
共
済

に
ご
加
入
で
き
な
か
っ
た
方
も
、
令
和
4

年
３
月
１
日
よ
り
酪
農
ハ
イ
・
メ
デ
ィ
カ

ル
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
の
健
康
告
知
が
大
幅
に
緩

＜酪農共済での過去5年間の支払い実績＞（酪農ハイ・メディカルSUPER）
順位 症名 給付数 割合 順位 症名 給付数 割合
１位 がん ３３８ １４．３％ 12位 結石 １９ ０．８％
２位 骨折 ２９８ １２．６％ 13位 帝王切開他 １９ ０．８％
３位 関節 １６７ ７．１％ 14位 肺 １８ ０．８％
４位 腸 １３３ ５．６％ 15位 腰 １４ ０．６％
５位 心臓 ８８ ３．７％ 16位 挫創 １２ ０．５％
６位 腱断裂 ６３ ２，７％ 17位 打撲 １１ ０．５％
７位 眼 ４１ １．７％ 18位 切断 １１ ０．５％
８位 脳 ２９ １．２％ 19位 痔 １１ ０．５％
９位 ヘルニア ２６ １．１％ 20位 脳挫傷 １０ ０．４％
10位 関節 ２２ ０．９％ その他 １，０１１ ４２．８％
11位 半月板 ２０ ０．８％ 全国酪農協会作成資料

＜酪農家に限定しない一般的な方が加入される共済での支払い実績＞
 50代男性　入院の原因 50代女性　入院の原因

順位 原因 割合 順位 原因 割合
１ 糖尿病 ４，７％ １ 子宮がん ７．７％
２ 脳梗塞 ３．６％ ２ 乳がん ６．９％
３ 胃がん ３．３％ ３ 糖尿病 ３．４％
４ 肺がん ３．３％ ４ 胆石症 ３．０％
５ 消化器系の疾患 ３．０％ ５ 子宮筋腫 ２．９％
６ 肝臓がん ２．８％ ６ 関節症 ２．３％
７ 結腸がん ２．７％ ７ 結腸がん ２．２％
８ 椎間板ヘルニア ２．７％ ８ 肺炎 １．９％
９ 胃潰瘍 ２．５％ ９ 胃がん １．９％
10 肺炎 ２．４％ 10 卵巣腫瘍 １．７％

COOP共済の支払い実績（Hoken-erabi.netより引用）
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和
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
一
度
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

酪
農
共
済
に
つ
い
て
の
資
料
を
ご
希
望

の
方
は
、
全
国
酪
農
協
会
酪
農
共
済
担

当
、
ま
た
は
お
か
や
ま
酪
農
業
協
同
組
合

酪
農
共
済
担
当
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
れ
ば
送

付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
資
料
を
ご
請

求
い
た
だ
い
た
方
に
素
敵
な
モ
～
モ
～

グ
ッ
ズ
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。
ご
連
絡
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
（
一
社
）全
国
酪
農
協
会
酪
農
共
済
担
当

　

☎
０
３
─
３
３
７
０
─
５
４
８
８

　

お
か
や
ま
酪
農
業
協
同
組
合

　

酪
農
共
済
担
当

　

☎
０
８
６
８
─
２
６
─
１
１
０
１

職
員
勉
強
会
の
開
催

岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟
備
南
支
部

び
な
ん
酪
農
組
合
通
常
総
会

　

５
月
30
日
、
本
所
に
て
職
員
を
対
象
に

勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
勉
強
会
の
名

称
は
、「
お
か
酪
研
勉
強
会
」。
数
年
前
に

行
っ
て
い
た
お
か
酪
研
を
復
活
さ
せ
ま
し

た
。
今
年
度
の
職
員
新
規
採
用
者
は
、
７

名
（
ヘ
ル
パ
ー
職
員
を
除
く
）
で
す
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
酪
農
に
間
す
る
知
識
が

　

６
月
６
日
、「
岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟

備
南
支
部
・
び
な
ん
酪
農
組
合
通
常
総
会
」

が
浅
口
郡
里
庄
町
「
福
祉
会
館
」
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

野
住
直
人
支
部
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、

岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟　

三
宅
穣
次
委
員

長
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
野

住
直
人
議
長
の
進
行
に
よ
り
、
令
和
３
年

度
活
動
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
令
和
４

な
く
、
専
門
農
協
職
員
と
し
て
最
低
限
の

知
識
を
身
に
付
け
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
の
再
開
で
す
。

　

第
１
回
目
は
「
牛
の
生
理
を
含
む
特
徴

に
つ
い
て
」
と
題
し
、
生
産
支
援
課
の
神

野
卓
哉
課
長
代
理
が
講
師
を
務
め
ま
し

た
。
リ
モ
ー
ト
で
の
受
講
も
可
能
に
し
た

の
で
、
本
所
の
職
員
だ
け
で
な
く
、
な
か

な
か
足
を
本
所
ま
で
伸
ば
す
こ
と
が
で
き

な
い
事
務
所
の
職
員
も
参
加
し
ま
し
た
。

新
入
職
員
以
外
の
参
加
も
多
数
あ
り
、「
知

ら
な
い
こ
と
も
結
構
あ
っ
て
、
新
鮮
だ
っ

た
」
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
ま
だ
あ
と
５
回
予
定
し
て
お

り
、
次
回
の
テ
ー
マ
は
「
飼
料
に
つ
い

て
」。
講
師
は
購
買
課
の
保
田
課
長
が
務

め
る
予
定
で
す
。
職
員
全
体
で
、
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
１
年
間
続

け
て
い
き
ま
す
の
で
、
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。（津

山
支
所　

清
水
）

年
度
運
動
方
針
並
び
に
収
支
予
算（
案
）、

令
和
４
年
度
会
費
徴
収
の
議
案
に
つ
い
て

事
務
局
よ
り
説
明
が
あ
り
、
す
べ
て
承
認

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
酪
政
連
備
南
支
部

通
常
総
会
の
終
了
後
、
引
き
続
き
、
び
な

ん
酪
農
組
合
通
常
総
会
は
、
平
松
邦
彦
組

合
長
の
挨
拶
で
開
会
し
ま
し
た
。
最
初

に
、
令
和
３
年
度
の
良
質
乳
出
荷
者
の
表

彰
が
あ
り
、
表
彰
規
定
に
基
づ
き
最
優
秀

賞
に
三
宅
安
史
さ
ん
、
優
秀
賞
に
㈱
Ｆ
ａ

ｒ
ｍ　

Ｌ
ｕ
ｃ
ｋ
ｙ
ｈ
ｏ
ｎ
さ
ん
・
平
野

耕
平
さ
ん
・
㈱
竹
信
牧
場
さ
ん
、
ま
た
、

努
力
賞
に
宗
田
直
樹
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
表

彰
さ
れ
、
賞
状
と
賞
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
備
中
県
民
局　

岡
田
総
括
副

参
事
、
檜
尾
専
務
を
は
じ
め
、
来
賓
の
皆

様
方
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
松
邦
彦
議
長
の
進
行
に
よ
り
、
第
１

号
議
案
か
ら
第
４
号
議
案
が
審
議
さ
れ
、

す
べ
て
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

通
常
総
会
終
了
後
、
例
年
で
あ
れ
ば
親

睦
会
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
社
会
状

況
を
踏
ま
え
お
弁
当
を
お
渡
し
し
て
解
散

と
い
た
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
お
忙
し
い
中
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
ご
来
賓
、
組
合
員
の
皆
様
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
南
支
所
備
南
事
務
所
）

おか酪研勉強会

びなん酪農組合総会において良質乳出荷の方々の表彰
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哺
育
肥
育
組
合
総
会

真
南
酪
農
組
合
交
流
会

　

６
月
13
日
、
お
か
ら
く
本
所
に
て
檜
尾

専
務
に
出
席
い
た
だ
き
、
哺
育
肥
育
組
合

総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
総
会
は
書
面
決
議
と
な
り
ま
し

た
が
、
本
年
は
、
総
会
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
提
出
議
案
に
お
い
て
慎

　

６
月
17
日
梅
雨
の
晴
れ
間
の
中
、
久
世

に
あ
る
焼
き
肉
店
に
て
真
南
酪
農
組
合
の

全
体
交
流
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

三
浦
組
合
長
か
ら
の
開
会
の
あ
い
さ
つ

後
、
皆
さ
ん
久
し
ぶ
り
に
集
ま
っ
た
と
い

う
こ
と
で
最
近
の
酪
農
情
勢
か
ら
ご
自
分

の
趣
味
の
話
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
話
に
花
を

重
審
議
を
い
た
だ
き
、
実
績
報
告
、
事
業

計
画
等
、
全
て
の
議
案
に
お
い
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

厳
し
い
情
勢
に
負
け
な
い
よ
う
、
研
修

会
等
の
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
流
通
課
）

咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
し
ば
ら
く
の
間
開
催
で
き
て
い

な
か
っ
た
研
修
会
に
つ
い
て
の
話
や
組
合

で
ま
と
め
て
購
入
す
る
予
定
の
資
材
や
薬

品
な
ど
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
も
並
行
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

お
い
し
い
お
肉
を
た
く
さ
ん
食
べ
、
帰

る
頃
に
は
皆
さ
ん
の
顔
は
そ
の
日
の
お
天

気
の
よ
う
に
晴
れ
晴
れ
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
で
日
々
の
大
変
な
作
業
も
頑

張
れ
る
そ
ん
な
言
葉
が
聞
こ
え
て
き
そ
う

で
し
た
。

　

な
か
な
か
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
集
ま
る
機
会
も
減
っ
て
い
る
中
で
す

が
対
策
を
取
っ
た
う
え
で
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
共
有
で
き
る
よ
う
な
場
を
設
け
る
こ

と
も
日
々
の
原
動
力
と
し
て
大
切
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

　

と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て

い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
津
山
支
所
）

哺育肥育組合総会

話に花を咲かせた交流会
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●

●

●

ひ

ろ

ば

　

私
は
昨
年
７
月
頃
か
ら
ペ
ッ
ト
と
し

て
羊
（
オ
ス
１
、
メ
ス
２
）
を
飼
い
始

め
ま
し
た
。
ヴ
ァ
レ
ー
ブ
ラ
ッ
ク
ノ
ー

ズ
と
い
う
品
種
で
世
界
一
可
愛
い
羊
と

称
さ
れ
て
い
ま
す
。
角
が
あ
る
た
め
は

じ
め
は
怖
く
突
っ
込
ま
れ
る
か
と
ド
キ

ド
キ
し
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
時
間

を
共
有
し
、
エ
サ
を

や
り
、
痒
い
所
を
掻

い
て
や
り
、
暑
熱
対

策
で
シ
ャ
ワ
ー
を
か

け
て
…
と
し
て
い
る

う
ち
に
大
人
し
い
イ

イ
子
で
い
て
く
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
12
月
に
は
発
情

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
メ
ス
が
運
よ
く
妊

娠
し
て
子
羊
が
オ
ス

メ
ス
１
頭
ず
つ
生
ま

れ
ま
し
た
。
羊
の
出

産
は
初
め
て
で
心
配

な
の
で
そ
ば
を
離
れ

ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
生
ま
れ
て
か
ら

も
、
乳
が
ち
ゃ
ん
と

出
て
い
る
の
か
、
乳

房
炎
に
な
っ
て
い
な
い
か
心
配
で
心
配

で
。
で
も
す
ぐ
に
大
き
く
な
っ
て
き
た

の
で
驚
く
ば
か
り
で
し
た
。
考
え
て
み

れ
ば
、
身
体
の
大
き
さ
が
違
う
だ
け
で

基
本
的
な
こ
と
は
牛
と
同
じ
な
の
に
、

心
配
で
そ
ば
を
離
れ
ら
れ
な
い
だ
な
ん

て
（
笑
）
慣
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
け
れ

ど
、
改
め
て
牛
の
こ
と
を
考
え
て
い
き

な
が
ら
、
牛
も
羊
も
責
任
を
持
っ
て
飼

育
し
、
よ
り
良
い
動
物
と
の
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ

Ｙ　

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
を
満
喫
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
　
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ

笠
岡
市　

小
原　

鮎
美

　

５
月
26
日
の
笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報

「
６
月
は
牛
乳
月
間
」
の
取
材
に
同
行
し

ま
し
た
。

　

政
木
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
政
木
信
昭

先
生
に
牛
乳
を
使
っ
た
ア
レ
ン
ジ
料
理
を

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
鯛
の
お
こ
わ
焼
き　

牛
乳
野
菜
あ
ん
」

牛
乳
と
和
風
だ
し
で
あ
ん
を
作
る
こ
と
で

塩
や
醤
油
を
抑
え
て
も
旨
味
が
強
く
お
い

し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

　

作
り
方
は
と
っ
て
も
簡
単
で
、
こ
の
あ

ん
は
い
ろ
ん
な
料
理
に
応
用
で
き
そ
う
で

す
。

　

牛
乳
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
が
た
く
さ
ん
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
飲
ん
で
も
お
い
し
い
で

す
が
、
ぜ
ひ
、
料
理
に
も
牛
乳
を
し
っ
か

り
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

牛
乳
あ
ん
の
分
量

・
牛
乳
…
…
…
…
…
２
０
０
㎖

・
和
風
だ
し
…
…
…
１
０
０
㎖

・
塩
…
…
…
…
…
…
小
さ
じ
１
／
３

・
薄
口
し
ょ
う
ゆ
…
小
さ
じ
１
／
２

・
水
溶
き
片
栗
粉
…
大
さ
じ
１（

生
乳
課
）

　

番
組
で
は
、
曜
日
に
よ
り
テ
ー
マ
を
決

め
て
放
送
し
て
い
ま
す
。

・
月
曜
日　

担
い
手
・
Ｊ
Ａ
職
員
紹
介
・

高
校
生
の
紹
介

・
火
曜
日　

農
畜
産
物
の
紹
介

・
水
曜
日　

火
曜
日
に
紹
介
し
た
農
畜
産

物
を
使
っ
た
料
理
の
紹
介
・

栄
養
士
に
よ
る
料
理
・
栄
養

等
の
紹
介

・
木
曜
日　

Ｊ
Ａ
活
動
紹
介
・
市
町
村
の

紹
介

・
金
曜
日　

直
売
所
・
イ
ベ
ン
ト
紹
介

　

搾
乳
等
お
忙
し
い
時
間
帯
の
放
送
に
な

り
ま
す
が
、
ご
都
合
の
つ
く
と
き
は
ぜ
ひ

観
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
取
材
に
も
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
が
や
っ
て
き
た
！

（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
テ
レ
ビ　

月
～
金　

18
時
50
分
よ
り
）

政木信昭先生（右）とＲＳＫリポーター（左）
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事

報

理

会

告

　

令
和
４
年
６
月
１
日
、
第
２
５
８
回
理

事
会
を
理
事
11
名
、
監
事
３
名
が
出
席

し
、
開
催
し
た
。

　

長
恒
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
４
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策

　

令
和
４
年
度
５
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

○
出
資
配
当

　

令
和
３
年
度
出
資
配
当
率
を
決
定
し
、

総
会
に
諮
る
こ
と
と
し
た
。

○
第
９
回
通
常
総
会
提
出
議
案

　

６
月
22
日
開
催
す
る
第
９
回
総
会
に
お

け
る
提
出
議
案
を
決
定
し
た
。

○
搾
乳
牛
導
入
資
金
の
長
期
転
化
借
入

　

農
林
中
央
金
庫
よ
り
借
入
し
て
い
る
搾

乳
牛
導
入
短
期
資
金
を
証
書
借
入
金
に
転

化
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

○
令
和
４
年
度
総
会
に
お
け
る
乳
質
改
善

表
彰
等
に
つ
い
て

　

第
９
回
総
会
に
お
い
て
生
涯
乳
量
表
彰

８
名
、
乳
質
表
彰
11
名
を
承
認
し
た
。

○
令
和
４
年
度
全
戸
巡
回
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
全
戸
巡
回
に
つ
い
て
協
議

し
８
月
に
行
う
こ
と
と
し
た
。

○
機
構
改
革
に
つ
い
て

　

お
か
ら
く
の
機
構
改
革
に
つ
い
て
協
議

し
た
。

○
20
周
年
式
典
に
つ
い
て

　

記
念
誌
・
記
念
品
・
開
催
内
容
に
つ
い

て
協
議
し
た
。

○
報
告
事
項

　

定
例
監
事
監
査
の
報
告
、
乳
用
牛
検
定

審
査
受
賞
者
表
彰
、
経
営
動
態
調
査
取
り

ま
と
め
、
全
酪
連
夏
ギ
フ
ト
拡
売
運
動
へ

の
協
力
に
つ
い
て
、
永
年
勤
続
表
彰
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

「
ま
き
ば
の
館
で
牛
を
描
こ
う
」
参
加
者
募
集

イ
ベ
ン
ト
概
要

・
本
物
の
乳
牛
を
見
な
が
ら
牛
の
絵
を
描

く
絵
画
大
会
を
開
催
す
る
。

・
小
学
生
の
夏
休
み
の
絵
の
宿
題
を
サ

ポ
ー
ト
。

・
岡
山
県
酪
農
乳
業
協
会
主
催
の
「
牛
乳

大
好
き
！
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
へ
応
募

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
牛
と
の
記
念
撮
影
も
行
う
。

日　

時

　

７
月
23
日
㈯　

10
時
～
14
時

受　

付

　

ま
き
ば
の
館
レ
ス
ト
ラ
ン
2
階
入
り
口

参
加
費

　

無
料

持
ち
物

　

絵
を
描
く
道
具
（
画
板
、
画
用
紙
、
絵

の
具
、
筆
、
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
）

定　

員

　

20
名
限
定
（
要
予
約
）

申　

込

　

ま
き
ば
の
館
活
性
化
実
行
委
員
会

　

☎
０
８
６
７
─
２
７
─
３
３
２
２

※
天
候
に
よ
っ
て
は
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ま
き
ば
の
館
公
式
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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生乳販売量（令和4年度）

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００

9，０００
ｔ

購買取扱数量（令和4年度）生乳販売量（令和3年度） 購買取扱数量（令和3年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
4，5００

5，0００

5，５００

6，0００

6，５００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

５

５
４～５

４～５
５

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
生　産 飲　用 その他地 域 生産量（トン) 乳製品

６３９,５３７
１,２５８,２８８

８,８０８
１７,４４９
３６１,８４８

,

３１１,００５
６０５,４０１
８,１５８
１６,０４２
６５,６８９

１７８,５９５
３５６,６７８

５２９
１,１５４

１５１,２５１

１４９,９３７
２９６,２０５

１２１
２５３

１４４,９０８

100.6 
101.0 
99.5 
100.4 
101.7 

97.1 
97.7 
98.6 
98.9 
96.1 

105.1 
105.5 
114.0 
125.3 
102.9 

103.2 
102.9 
106.1 
105.0 
103.2 

5,453

5,301

8,8428,857

　

６
月
に
つ
い
て
は
、
夏
分
娩
中
心
の
出
回
り
に
よ
り
引
き
合
い
の
弱
さ
が
懸
念
さ
れ

た
も
の
の
、
道
内
外
の
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
の
更
新
需
要
が
底
堅
く
、
平
均
価
格
は
税
込

54
万
３
千
円
（
前
月
比
８
千
円
高
）
と
持
ち
合
い
で
推
移
し
ま
し
た
。

　

７
月
に
つ
い
て
は
、
秋
分
娩
に
移
行
し
て
い
く
時
期
と
な
り
一
定
の
更
新
需
要
は
期

待
で
き
る
も
の
の
、
猛
暑
が
予
測
さ
れ
る
中
で
暑
熱
事
故
へ
の
警
戒
感
も
強
く
、
相
場

は
持
ち
合
い
で
推
移
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

７月の主な行事
１日　おからく職員勉強会
４日　酪農フィールド研修（職員）

（～８日）
７日　おからく女性部全体交流会
12日　おからくヘルパー利用組合総会
13日　おかやまホルスタイン改良同志会

総会
14日　びほく酪農組合総会
　　　全国酪農青年女性酪農発表大会

（東京）（～15日）
21日　事業継承セミナー
22日　おからく20周年記念式典
　　　全酪連都府県畜産主任者会議

（北海道）（～23日）
25日　管理職会議
27日　中国生乳販売農業協同組合連合会

総会
29日　理事会
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